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南
保
育
園
運
動
会
　
　
オ

　
九
月
二
十
日
、
南
保
育
園
で
三
十
五
周
年
記
念
の
大
運
動
会
が
行
わ
れ
　
．

　
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
も
参
加
。
こ
の
春
に
入
園
し
た
　

　
歳
児
五
人
も
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
元
気
い
っ
ぱ
い

　
の
プ
レ
ー
。
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
走
る
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
、
お
宮
参

・
欝
り
、
よ
ち
よ
ち
ア
ヒ
ル
な
ど
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生
け
ん
命
掌
え

嫉
　
た
遊
戯
を
キ
ン
ダ
ー
ポ
ル
カ
の
曲
に
の
せ
て
披
露
す
る
な
ど
、
楽
し
い
一

、
岡
耀

　
日
を
過
し
ま
し
た
。華

襲
繊

、
　
戸

躍
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　レ健康な俳体は長生きの秘けつく1

の願㌧・

　
毎
日
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
ほ
ど
よ
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

い
っ
た
ん
病
気
に
な
り
ま
す
と
、
心
身
の
苦
し
み
を
味
わ
う
ほ
か
、
医
療

費
の
支
払
い
も
大
変
で
す
。
国
民
健
康
保
険
は
こ
の
よ
う
な
と
き
、
お
互

い
に
助
け
合
う
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
た
医
療
保
険
の
制
度
で
す
。

　
私
た
ち
の
市
で
は
、
市
民
の
約
四
三
・
一
裡
に
当
た
る
一
万
七
千
九
百

四
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
医
療
費
の
増
加
な
ど
で
市
の
国
民

健
康
保
険
財
政
は
苦
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
国
民
健
康
保
険
の
台
所
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
、
制

度
の
正
し
い
利
用
の
し
か
た
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
の
国
民
健
康
保
険
は
、
農
家
や

小
さ
な
商
店
の
人
な
ど
、
他
の
医
療

保
険
に
入
っ
て
い
な
い
皆
さ
ん
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

今
年
の
三
月
末
現
在
で
五
千
七
百
五

十
九
世
帯
、
一
万
七
千
九
百
四
人
が

加
入
し
て
い
ま
す
。

　
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
保
険
証
を

持
っ
て
保
険
医
の
診
察
、
薬
剤
、
処

置
、
入
院
な
ど
に
つ
い
て
、
必
要
な

保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
．
。
こ
の
場
合
か
か
っ
た
医
療
費
の

三
割
を
皆
さ
ん
が
窓
口
で
支
払
い
、

残
り
の
七
割
を
国
民
健
康
保
険
か
ら

支
払
わ
れ
ま
す
。
そ
の
費
用
は
皆
さ

ん
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
出

し
合
っ
た
お
金
（
保
険
税
）
と
国
の

補
助
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
支

払
わ
れ
る
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
物

価
や
人
件
費
に
よ
る
医
療
費
の
引
き

上
げ
の
ほ
か
、
①
老
人
の
増
加
と
医

療
費
の
無
料
化
に
よ
る
受
診
の
上
昇

②
高
額
医
療
費
の
支
給
　
③
医
学
や

薬
学
の
進
歩
に
よ
る
高
額
化
　
④
成

人
病
な
ど
病
人
の
増
加
　
⑤
医
者
を

ハ
シ
ゴ
す
る
、
な
ど
で
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
の
決
算
見
込
み
を
見
ま
す
と
、

歳
入
総
額
は
約
十
六
億
一
千
八
十
七

万
円
。
そ
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
国

庫
支
出
金
で
十
億
一
千
六
百
八
十
三

万
円
、
次
い
で
皆
さ
ん
が
納
め
た
保

険
税
が
五
億
六
百
八
十
一
万
円
、
そ

の
他
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
総
額
は
約
十
五
億
八
千
六
十

国
保

　
　
　
　
メ
モ

①
高
額
療
養
費
の
支
給

　
同
じ
人
が
、
同
じ
月
内
に
同
じ
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
（
三

割
分
・
保
険
基
準
で
算
定
す
る
）
が

三
万
九
千
円
を
超
え
た
と
き
、
そ
の

超
え
た
額
を
世
帯
主
の
申
請
に
よ
り

後
日
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
院
、
通
院
、
歯
科
、
看

護
料
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
補
装
具
等
別

べ
つ
に
計
算
し
ま
す
の
で
、
合
計
し

て
三
万
九
千
円
を
超
え
て
も
該
当
し

ま
せ
ん
。

②
助
産
費
の
支
給

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
出
産

さ
れ
ま
す
と
、
出
産
児
一
人
に
つ
き

助
産
費
八
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
な

お
、
妊
娠
四
ヶ
月
以
上
で
あ
れ
ば
ギ

死
産
、
流
産
で
も
助
産
費
を
支
給
し

ま
す
。

　
出
産
し
た
本
人
が
、
他
の
保
険
（
国

保
・
日
雇
健
保
を
除
く
）
に
一
年
以

上
資
格
が
あ
り
、
そ
こ
を
退
職
し
て

か
ら
六
ヶ
月
以
内
に
出
産
し
た
場
合
、

白
石
市
で
の
助
産
費
の
支
給
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
請
求
に
必
要
な
も
の

　
保
険
証
・
印
か
ん
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史
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三
万
円
で
、
そ
の
う
ち
の
九
六
律
を

占
め
る
十
五
億
一
千
七
百
七
十
六
万

円
が
保
険
給
付
費
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

内
訳
を
見
ま
す
と
、
保
険
医
療
費
総

額
は
十
四
億
九
千
二
百
三
十
七
万
円
。

ほ
か
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
に

支
払
わ
れ
る
助
産
諸
費
と
し
て
千
二

百
六
十
四
万
円
、
加
入
者
が
亡
く
な

西
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レ

鋭

彰

　　、　讐

っ
た
と
き
に
支
払
わ
れ
る
葬
祭
諸
費

と
し
て
八
百
四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
白
石
市
に
お
け
る
最
近
五
年
聞
の

一
人
当
り
費
用
額
を
次
の
表
で
見
ま

す
と
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
六
万
二

千
百
五
十
九
円
、
昭
和
五
十
五
年
度

に
は
実
に
十
万
五
干
八
百
三
十
二
円

と
な
り
、
一
・
七
倍
の
伸
び
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
医
療
費

は
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

お
り
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
を
強

く
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。

人当り費用額の推移

増加率

100％
lo9

13G

150

1？o

1人当η費胴額

　　62，159円

　　67，918

　　81，124

　93，262
　零05，832

課
至と

52

53

54

55
。
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財
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わ
た
し
た
ち
が
、
い
つ
な
ん
ど
き
、

ど
ん
な
大
病
を
し
、
大
け
が
を
す
る

か
は
ま
さ
に
「
神
の
み
ぞ
知
る
」
な

の
で
す
。
そ
の
と
き
、
ば
く
大
な
費

用
が
か
か
っ
て
生
活
が
困
き
ゅ
う
す

る
よ
う
で
は
、
あ
る
い
ば
、
お
金
が

な
い
の
で
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
の
で
は
、
個
入
の
幸
福
も
社
会

の
豊
か
な
発
展
も
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　
「
た
い
し
て
病
気
も
し
な
い
し
、

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
も
ほ
と

ん
ど
な
い
。
一
年
間
に
納
め
る
保
険

税
の
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
高
い
」
と
考

え
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
す
こ

し
ち
が
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
今
日
、

制
度
と
し
て
と
ら
れ
て
い
る
医
療
保

険
の
あ
り
方
は
、
お
互
い
に
助
け
合

い
と
い
う
「
相
互
扶
助
」
の
精
神
を
、

国
民
全
体
の
暗
黙
の
了
解
事
項
と
し

て
な
り
た
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
損
得
の
感
情
や
、
便
利
さ
に
甘
え

た
安
易
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

を
し
て
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
は

財
政
的
に
行
き
づ
ま
り
状
態
と
な
っ

て
不
便
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
こ
の
便

利
な
制
度
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
が
、

わ
た
し
た
ち
被
保
険
者
に
あ
る
の
だ

と
い
う
意
識
を
も
っ
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

　
そ
し
て
、
よ
り
健
全
な
財
政
の
国

民
健
康
保
険
に
す
る
た
め
に
、
わ
た

し
た
ち
は
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
お
■

医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
に
ム
ダ
が
な

い
か
、
あ
る
い
は
、
日
常
の
く
ら
し

に
お
け
る
健
康
管
理
に
手
う
す
な
と

こ
ろ
が
な
い
か
を
考
え
、
実
行
し
て
．

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

0
葬
祭
費
の
支
給

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
死
亡

さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
葬
祭
を
行
っ

た
方
に
、
葬
祭
費
四
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

※
請
求
に
必
要
な
も
の

　
保
険
証
・
印
か
ん

④
交
通
事
故
に
会
っ
た
場
合

　
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、
第

三
者
（
加
害
者
）
か
ら
受
け
た
傷
病

に
よ
る
治
療
費
は
、
原
則
と
し
て
、

加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
が
、

そ
の
弁
償
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、

遅
れ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
国
保
で

治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

次
の
条
件
や
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

①
加
害
者
か
ら
現
実
に
治
療
費
を
受

　
け
と
っ
て
い
れ
ば
、
国
保
は
使
え

　
ま
せ
ん
。

②
国
保
を
使
い
診
療
を
受
け
る
と
き

　
は
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

　
（
用
紙
は
保
険
課
に
あ
り
ま
す
）

　
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
に
必
要
な
書
類

　
・
国
民
健
康
保
険
証

　
。
印
か
ん

　
・
交
通
事
故
証
明
書

　
・
医
師
の
診
断
書

　
（
そ
ろ
わ
な
い
と
き
は
後
日
で
も

　
可
。
）

　
国
保
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
ヨ

は
、
保
険
課
ま
で
ど
う
ぞ
。

3



みんなで参加しよう、ρ

体育協会、市中央公民館主催による第53

民体育大会を10月10日の体育の日（雨天

き11日）に、臼石第二小学校グランドに

て午前8時30分より行います。

内、地区対抗、個人競技、団体競技など

向をこらした各種競技に熱戦が期待され

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

市
市
と
い
町
趣
す
市
た
く
な

　
回
の
お
　
　
の
ま

　コ
纂・讐．

臨　1
鵜
譜

観．灼

　市民のみなさん、ふるって参加ください。

また、町内、職場の選手のために観戦、ご声
援ください。

　なお、当日は多数の人出が予想されますの

で、会場および会場周辺の駐車はご遠慮くだ

さいQ

㍗二蕪認

《
瞬

第53回

舞
“

話
ま
～
㎏

嚢

華

講
織購

鐙灘
　　麟轡’蓼　奔雛

密
、

鵡
砕
崖
　
尋
～
’
　
－
螺
！

・
オ
『
運

A
町
内
・
各
地
区
対
抗
（
同
一
人
が

　
ω
、
＠
の
中
か
ら
一
種
目
ず
つ
選

　
べ
る
）
Q

Gり

①
年
代
リ
レ
ト
　
六
十
歳
代
（
三

　
十
耕
）
、
五
十
歳
代
（
七
十
財
）
、

　
四
十
歳
代
（
百
層
）
、
三
十
歳
代

　
（
百
五
十
層
）
、
二
十
歳
代
（
百

　
五
十
層
V
。
四
十
歳
代
の
途
中
か

　
ら
は
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
と
な
る
。

②
一
百
歳
リ
レ
ー
　
四
名
で
一
チ

　
ー
ム
（
一
人
五
十
麟
）
、
年
齢
合

　
計
が
二
百
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
セ
パ
レ
ー
ト
コ
ー
ス
と
す
る
。

③
八
百
厨
リ
レ
ー
　
六
名
で
一
チ

　
ー
ム
、
小
学
生
男
・
女
百
騎
、
中

　
学
生
女
子
百
暦
、
男
子
二
百
財
、

　
一
般
女
子
百
層
、
男
子
二
百
耕
。

　
④
二
百
層
釣
り
物
リ
レ
ー
　
女
子

　
四
名
で
一
チ
ー
ム
（
年
齢
制
限
な

　
し
）
。
釣
る
物
は
魚
、
な
べ
、
ヤ
カ

　
ン
、
瓶
各
々
を
釣
っ
て
リ
レ
ー
す

　
る
。
　
一
人
五
十
冨
走
る
。

回
◎
玉
入
れ
競
技
　
女
子
二
十
名
以

　
内
と
す
る
。
年
齢
制
限
な
し
、
五

　
十
秒
間
競
技
で
勝
敗
を
決
定
す
る
。

　
リ
ー
グ
戦
は
し
な
い
で
玉
数
の
多

　
い
順
で
順
位
を
決
め
る
。

　
（
◎
綱
引
競
技
　
男
子
十
五
名
以
内

　
と
し
、
十
五
秒
間
で
勝
敗
を
決
定

　
す
る
。

B
継
走
の
部

⑦
兄
弟
リ
レ
ー
　
小
学
生
以
上
三

　
名
一
組
、
血
族
で
あ
る
こ
と
。
三

　
百
財
を
走
る
。

⑧
親
子
三
代
リ
レ
ー
　
直
系
祖
父

　
母
（
三
十
層
）
、
父
母
（
百
M
）
、

　
孫
（
三
十
耕
）
三
名
一
組
と
す
る
。

　
⑨
親
子
リ
レ
ー
　
小
さ
い
子
ど
も

　
（
五
十
財
）
、
母
（
五
十
層
）
、

　
大
き
い
子
ど
も
（
五
十
層
）
、
父

　
（
五
十
耕
）
走
る
。
※
⑦
⑧
に
出

　
た
者
は
出
場
で
き
な
い
。

　
⑩
お
し
ど
り
競
争
　
夫
が
五
十
層

　
走
り
、
五
十
騎
の
地
点
で
夫
婦
が
腕

　
を
組
ん
で
五
十
財
走
り
、
百
耕
の

　
地
点
で
夫
婦
が
顔
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
を
あ
て
五
十
層
走
っ
て
ゴ
ー
ル
す
る
。

⑪
職
地
対
抗
リ
レ
ー
　
男
子
三
名

　
（
二
人
百
材
、
一
人
百
五
十
耕
）
、

　
女
子
一
名
（
五
十
M
）
で
チ
ー
ム

　
構
成
す
る
。
　
（
同
一
職
場
か
ら
は

　
ニ
チ
ー
ム
ま
で
）
。

C
個
人
競
技
（
一
人
一
種
目
）

⑫
百
麿
（
男
女
）
　
タ
イ
ム
レ
ー

　
ス
と
す
る
。
決
勝
は
行
わ
な
い
。

　
○
高
校
、
大
学
、
一
般

　
○
小
学
生
（
各
地
区
男
女
そ
れ
ぞ

　
　
れ
一
名
と
す
る
。
男
女
別
に
編

　
　
成
す
る
）
。

　
○
中
学
生
（
小
学
生
と
同
じ
）
。

⑬
老
い
て
ま
す
ま
す
健
脚
　
男
女

　
六
十
五
歳
以
上
、
約
四
キ
。
耕
を
ゆ

　
っ
く
り
歩
行
（
第
二
小
～
杉
浦
方

　
面
折
返
し
）
し
、
順
位
を
争
わ
ず

　
全
員
歩
行
を
目
的
と
す
る
。

　
⑭
白
石
ウ
ー
メ
ン
味
見
競
走
　
女

　
子
年
齢
制
限
な
し
。
二
十
層
走
り

　
ウ
ー
メ
ン
を
食
い
、
空
丼
と
は
し

　
を
持
っ
て
三
十
摺
走
り
ゴ
ー
ル
す

　
る
。
各
地
区
五
名
以
内
。

　
⑮
ボ
ー
ル
背
負
競
走
　
カ
ゴ
を
背

　
負
い
ボ
ー
ル
を
つ
い
て
三
十
耕
走

　
り
、
折
り
返
し
点
で
ボ
ー
ル
を
バ

　
ウ
ン
ド
さ
せ
、
カ
ゴ
に
入
れ
ゴ
ー

　
ル
す
る
。
男
子
年
齢
制
限
な
し
。

　
各
地
区
五
名
以
内
。

D
特
別
競
技

　
⑯
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
　
楽
し

　
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
普
及
す
る
こ
と

　
を
目
的
と
す
る
。
年
齢
制
限
な
し
。

　
各
地
区
三
名
以
内
。

E
団
体
競
技

　
⑰
マ
ス
ゲ
ー
ム

　
○
こ
ん
ぺ
い
と
う
が
ピ
ッ
ピ

　
⑱
民
謡
お
ど
り

　
○
白
石
音
頭

　
○
宮
城
白
石
音
頭

〔
入
場
行
進
順
〕
①
本
郷
第
一
二
②
長

町
③
亘
理
町
④
短
ケ
町
⑤
新
町
⑥
西

益
岡
⑦
中
益
岡
⑦
東
益
岡
⑨
清
水
小

路
⑩
寿
町
⑪
柳
町
⑫
本
郷
第
一
⑬
本

郷
第
二
⑭
本
郷
第
四
⑮
鷹
巣
⑯
上
郡

山
⑰
郡
山
⑱
小
下
倉
⑲
南
町
⑳
田
町

⑳
本
町
⑳
中
町
⑳
越
河
⑳
斉
川
⑳
大

平
⑳
大
鷹
沢
⑳
白
川
⑳
福
岡
⑳
深
谷

⑳
小
原

4

1一

と

　
行
楽
の
秋
。
家
族
そ
ろ
っ
て
出
か

け
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
留

守
宅
の
カ
ギ
は
か
か
っ
て
い
ま
す
か
。

　
全
国
平
均
で
み
ま
す
と
、
約
】
分

五
十
秒
ご
と
に
、
一
般
住
宅
や
事
務

所
、
店
舗
な
ど
が
、
い
わ
ゆ
る
侵
入

ド
ロ
ボ
ウ
の
被
害
に
あ
い
、
一
件
当

た
り
約
十
万
円
の
損
害
を
被
っ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
の
被
害
件
数
約
二
十

九
万
件
の
う
ち
、
約
六
割
を
一
般
住

宅
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
侵
入
盗
に
は
三
つ
の

犯
罪
手
口
が
あ
り
ま
す
。

　
空
き
巣
…
…
昼
間
、
留
守
の
間
に

　
　
　
　
　
　
侵
入
す
る

　
忍
び
込
み
…
夜
間
の
就
寝
時
に
侵

　
　
　
　
　
　
入
す
る

　、、盛

　
居
空
き
…
…
在
宅
時
に
侵
入
す
る

　
十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、

「
全
国
防
犯
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
、
わ
が
家

の
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
を
お
忘
れ
な
く
ー
。

　
〈
出
か
け
る
と
き
は
必
ず
カ
ギ
を

か
け
よ
う
〉
　
家
庭
が
最
も
被
害
を

受
け
や
す
い
の
は
「
空
き
巣
」
と
「
忍

び
込
み
」
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
約
半
数
は
カ
ギ
を
か
け
忘
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
侵
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
場
所
別
に
み
る
と
、
大
胆
不

敵
に
も
全
体
の
約
四
割
近
く
が
玄
関

か
ら
入
っ
て
い
ま
す
。
出
か
け
る
と

き
は
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
〈
玄
関
に
は
C
P
マ
ー
ク
付
の
カ

ギ
を
〉
　
空
き
巣
や
忍
び
込
み
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
丈
夫
な
カ
ギ
を
選
び

た
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き
役
に

立
つ
の
が
C
P
マ
ー
ク
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
、
警
察
庁
長
官
が

カ
ギ
の
強
度
、
カ
ン
ヌ
キ
の
強
さ
は

も
と
よ
り
、
カ
ギ
の
精
巧
度
に
ま
で

お
よ
ぶ
厳
し
い
検
査
に
よ
り
優
良
防

犯
機
器
と
し
て
認
定
し
た
カ
ギ
だ
け

に
付
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
カ
ギ
選
び
に
は
C
P
マ
ー
ク
を
参

考
に
。

　
〈
隣
り
近
所
で
防
犯
体
制
を
〉

　
外
出
す
る
と
き
は
、
近
所
に
声
を

か
け
、
ま
た
声
を
か
け
ら
れ
た
お
宅

で
は
、
留
守
宅
に
だ
れ
か
き
た
ら
「
ど

ち
ら
に
ご
用
で
す
か
」
と
声
を
か
け
、

用
件
を
確
か
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。　

侵
入
ド
ロ
ボ
ウ
は
人
と
の
接
触
を

極
端
に
き
ら
い
ま
す
の
で
、
こ
の
ひ

と
声
が
防
犯
に
役
立
ち
ま
す
。

　
〈
長
く
家
を
あ
け
る
と
き
、
新
聞

な
ど
は
配
達
中
止
を
〉
　
牛
乳
や
新

聞
が
玄
関
に
た
ま
っ
て
い
る
の
は
、

留
守
を
教
え
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
長
く
家
を
あ
け
る
と
き
は
配
達

を
中
止
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ギ
か
け
は
家
族
み
ん
な
の
合
言
葉

　
　
都
市
に
お
け
る
緑
豊
か
な
生

　
活
環
境
の
確
保
を
総
含
的
に
推

　
　
　
　
　
　
　
　
進
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
毎
年
十
月
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
都
市
緑
化

　
　
　
　
　
　
　
　
月
問
」
と
定

　
　
　
　
　
　
　
　
め
、
都
市
緑

　
　
　
　
　
　
　
　
化
お
よ
び
都

　
　
　
　
　
　
　
　
市
公
園
保
全

　
　
　
　
　
　
　
　
美
化
運
動
が

　
　
　
　
　
　
　
　
展
開
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
で

　
　
　
　
　
　
　
　
も
「
都
市
緑

　
　
　
　
　
　
　
　
化
月
間
」
実

　
　
　
　
　
　
　
　
施
の
一
環
と

隠璽

木
や
鉢
物
を
格
安
に
て
販
売
し

て
い
た
だ
く
ほ
か
、
白
石
植
物

愛
好
会
の
方
々
に
よ
る
「
秋
の

野
草
展
示
会
」
の
催
し
も
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
日
は

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
目
時
　
十
月
十
六
日
働
～
十

　
月
十
八
日
佃

▼
会
場
　
中
央
公
園
内

▼
催
し

”
植
木
市
　
三
日
間

囲
秋
の
野
草
展
示
会
　
三
日
間

曲
苗
木
無
料
配
布
　
配
布
本
数

　
五
百
本
（
，
先
着
順
に
よ
り
一

　
戸
一
本
の
み
）
十
六
日
働
午

　
後
一
時
～
二
時

10

月
1
1
日
㈲
～
1
7
日
㈲

ー
窓
ロ
の
簡
素
化
、
迅
速
化
を
め
ざ
し
て
ー

　
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
お
困
り
の
こ
と
、
な
っ
と
く
が
い
か

な
い
こ
と
、
希
望
す
る
こ
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
解
決
を
は
か

り
ま
す
。

　
○
小
関
　
利
雄
　
中
寺
前
6
7
－
2
　
　
費
六
ー
二
一
〇
六

　
〇
佐
藤
三
雄
番
丁
1
0
　
　
　
費
五
－
二
二
四
六

5
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ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
“

　
へ
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　
ト

　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
つ

㌦
轡
、

欝
豊
　
　
　
　
　
　
　
〆
詑

　
　
　
γ
〆
避

　
、
叢
．
・
罷
3
　
　
～

　
　
　
　
　
　
、
、
雌
訂
，

羅

呼吸がぴったりばけつリレー

かつらや前の広場では、小原婦人防火クラブの人

たちによるばけっリレーの消火活動が行われ、常日

頃の訓練の成果を披露しました．

覇

灘騨』鷲勘ll、，耀

輔 ，灘．紙

7

、謙画学　㎏曽’

藩

》

．薦

惣

　｝》

　　　　　　　譲

　あわてず、ゆっくり避難所へ
　午前10時のサイレンを合図に、
　消防署員や消防団員の誘導で住民
　や温泉の泊り客の対岸への避難訓
　練がスビーディに行われました。
　大掛りな訓練のためどの顔もちょ，
　っぴり緊張気昧。

　炊き出し給水訓練
チ尭1十江『【されたヘカご多委t発生した

との想定！、1次き出1．による食屠1・

ゐ維与訓崩が自衛隊の応援で行わl

ltました

籔轡／勉
　　　　　異．鱒燭f毒。

　　　　　　襯

総ド

鮮r　　　r“

1　　　　　　　丁　　　〆

▼マ脚　　　　　　　ヤ・rγポヘ

ハシゴ車より救助へ向う

　　レンジヤー隊

火災により逃げ遅れて屋上へ避

難した客を救助する救出服助訓練

がレンジャー隊の活躍で手際よく

ぞテわれました。

’
黎

　
　
「
防
災
の
日
」
の
九
月
一
日
、
白
石
市
と

一
県
の
主
催
に
よ
る
総
合
防
災
訓
練
が
小
原

す
ま
　
温
泉
で
二
十
二
団
体
、
五
百
五
十
七
人
の

し
蹴
．
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

鄭
　
　
訓
練
は
午
前
十
時
、
　
「
前
日
降
っ
た
雨

写
を
　
に
よ
り
ガ
ケ
崩
れ
の
危
険
が
生
じ
た
の
で

ど
臆
住
民
の
避
難
が
必
要
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
か

催
ら
火
災
が
発
生
し
、
泊
り
客
の
一
部
が
逃

事
市
げ
遅
れ
、
延
焼
拡
大
の
恐
れ
が
あ
る
」
と

　
・
の
想
定
で
行
わ
れ
、
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、

　
ガ
ケ
崩
防
止
、
避
難
、
火
災
防
御
、
炊
き

　
出
し
、
ハ
シ
ゴ
車
に
よ
る
救
出
救
助
な
ど

　
の
各
訓
練
が
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
繰
り

　
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

博

麟

　
　
　
　
　
　
　
　
蔦

　　　　　鰐響，　　　　㌦戚
　　機動力でガケ崩れを防止

ショベルカーやダンプ車など機動力を生かし

てのガケ崩れ防止訓練。ガケ崩れ亀裂部応急措

置も迅速かつ適切に行われました。
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五
十
六
年
度
第
二
回

畜
犬
，
届
と

　
犬
を
飼
う
こ
と
に
な
る
と
、
狂
犬

病
予
防
法
と
い
う
法
律
に
も
と
づ
い

て
「
犬
鑑
札
」
と
「
注
射
済
」
の
二

つ
の
鑑
札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対
す

る
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
市
役
所
へ
飼

い
犬
の
登
録
を
し
ま
す
。
血
統
書
な

ど
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
後
三

ヵ
月
以
上
の
す
べ
て
の
犬
で
す
。
手

続
き
が
済
む
と
、
鑑
札
（
登
録
票
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
首

輪
な
ど
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Y

．
♂
、
　
ζ
」

弓

畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
春
と
秋

の
二
回
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
予
防
接

種
を
受
け
る
と
保
健
所
か
ら
注
射
済

票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札
も

登
録
票
と
い
っ
し
ょ
に
犬
に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
料
金
　
三
千
五
百
円
（
登
録
料
一

　
匹
に
つ
き
二
千
円
、
注
射
料
一
匹

　
に
つ
き
千
五
百
円
）
。

▼
期
間
中
に
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
場
合
　
獣
医
師
が

　
戸
別
に
訪
問
し
て
注
射
す
る
こ
と

　
に
な
り
ま
す
の
で
料
金
の
外
に
二

　
千
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

膿
、
一
礼
を
悪
為
け
て
、
な
し
場
－
輪

　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑
留

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取

り
締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非

常
に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
万

一
の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の

鑑
札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
果
し
ま

し
よ
・
つ
o

　
な
お
、
犬
の
死
亡
お
よ
び
所
有
権

を
放
棄
す
る
場
合
は
必
ず
市
衛
生
課

ま
た
は
各
出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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犬の登録・狂犬病予防注射実施日程表

備考獣匿麟実施時閥実施場所躍月日地
区

昭和56年度
第11口1て春1

の登録数
　　　顧）

　　　360

好斉藤

270

笹谷源二郎

122

好斉藤

190

笹谷源二郎

119

　　　242

123

好斉藤

67
保科　善久

102

210

108

笹谷源二郎

94

好斉藤

9．00～10．30

10．40～11，30

13．10～14．00

14，1［）～14．40

9，00～9，50

10．00～10．20

10．30～11．00

11，20～11．40

13．10～14．00

9．00～9．20

　9，40～　9．50

10．00～10，10

10，30～10．40

10．40～10．50

11．00～11，30

13．10～13，30

13，40～14，10

9．00～9，20

9，30～9．50

10，00～10．50

11．00～11，30

13，10～13．30

13．40～14，00

14，10～14．30

9．00～9．50

10．00～10．30

10．50～11，40

13．10～13，40

13、50～14，20

9，00～9，30

9．40～10．20

9、00～9．30

9．40～10，00

10．10～IO．30

10，40～11、10

11．20～11、40

13．10～13．50

14，00～14．20

9．30～9．40

9，50～10．00

10．10～10，20

10．30～10，50

11，00～11．30

13，00～13．20

13．3ρ～13．40

13．50～14．10

臼石市健康センター前

中央公民館前

田町会館前

中央公園内

郡山元畜産開発公社前

寿山集会所前

鷹ノ巣菊地忠四郎宅前

八幡神社前

福岡滝ノ下会館前

上原集会所前

川原子停留所前

不忘研修センター前

岡部捨雄宅前

下ノ集乳所前

三住元開拓農協前

西区上集会所前

深谷公民館前

北区木須商店前

東区平林商店前

福岡分室前

八宮生活センター前

大綱担い手センター前

弥治郎集会所前

鎌先消防詰所前

大平分室前

大平5区集会所前

越河駅前広場

〃公民館前

　〃部落集会所前

中斉川集会所前

斉川公民館前

大鷹沢公民館前

中ノ内集会所前

耳取停留所前

犬卒都婆集会合前

津田小野商店前

白川公民館前

内親センター前

上戸沢公会堂前

下戸沢　〃

冷清水　〃

大熊木材商店スタンド前

小原公民館前

新町停留所前

石　屋　前

小原温泉かっらや前

月10．12

火13

’
日

石

水14

福

岡

木15〃

金16

大
王
越
1可

土17斉
川

月19

大
鷹
沢
　
　
自

llI

火20

、」ノ

原

か
し
こ
い消

費
者

“
う
ま
い
話
”
に
被
害
続
出

　
金
取
引
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
・
被

害
が
相
次
い
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
金
を
め
ぐ
る
悪
質
な
取
引
に

は
二
種
類
あ
り
ま
す
。

　　　、

千代さん
　（大鷹沢）

姿
a

藤斎

　
一
つ
は
、
香
港
商
品
取
引
所
で
の

金
・
大
豆
な
ど
の
売
買
な
ど
と
称
し

て
、
悪
質
業
者
が
大
金
を
ま
き
あ
げ

る
ケ
ー
ス
で
す
。
も
う
一
つ
は
国
内

で
、
　
「
延
べ
取
引
」
　
「
現
物
条
件
付

き
売
買
」
　
「
予
約
販
売
」
な
ど
と
い

う
、
現
物
を
伴
わ
な
い
先
物
取
引
に

類
似
し
た
取
引
に
さ
そ
い
こ
む
も
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
取
引
は
、
現
物
の

受
け
渡
し
は
数
か
月
後
と
い
う
の
が

ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
間
に
、
保
証
金

や
予
約
金
を
積
み
増
し
さ
せ
ま
す
。

し
か
も
、
契
約
書
に
は
、
特
別
な
付

帯
条
件
が
つ
い
て
い
て
、
途
中
で
解

約
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
あ
げ
く
の
は
て
は
客
に

大
損
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
あ
い
ま
い
な
金
取

引
の
勧
誘
の
手
口
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
電
話
や
ダ
イ
レ
ク
ト
・
メ
ー
ル

な
ど
で
し
つ
こ
く
勧
誘
し
た
う
え
、

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪
問
し
て
言
葉
巧

み
に
誘
う
②
必
ず
も
う
か
る
か
の
よ

う
な
説
明
を
し
て
取
引
を
勧
め
る
③

財
産
形
成
の
手
段
と
し
て
、
あ
た
か

も
国
が
推
奨
し
よ
う
と
し
て
い
る
か

の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
④
も
っ
と
も

ら
し
い
金
価
格
の
相
場
表
の
よ
う
な

も
の
を
見
せ
る
1
金
を
購
入
し
た

い
方
は
、
う
ま
い
話
に
ま
ど
わ
さ
れ

ず
、
信
頼
で
き
る
金
の
現
物
販
売
業

者
か
ら
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
通
商
産
業
省
所
管

の
公
益
法
人
で
あ
る
社
団
法
人
日
本

金
地
金
流
通
協
会
の
会
員
を
通
し
て

行
う
、
店
頭
で
の
現
物
売
買
を
お
勧

め
し
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ゴ
マ
あ
え

　
【
材
料
】
（
四
人
分
）

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
（
中
）
1
8

本
、
臼
ゴ
マ
大
さ
じ
5
杯
、
だ
し
汁

大
さ
じ
三
・
四
杯
、
調
味
料
。

　
【
作
り
方
】

①
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
口
あ

　
た
り
が
良
に
様
に
は
か
ま
を
て
い

　
ね
い
に
除
き
、
硬
い
根
本
の
部
分
の

　
皮
を
包
丁
の
刃
先
で
削
り
取
る
。

②
塩
を
入
れ
た
熱
湯
（
湯
ー
カ
ッ
プ

　
5
杯
、
塩
－
小
さ
じ
2
杯
）
に
①

　
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
入
れ
十
～
十

　
二
分
程
度
ゆ
で
る
。
根
の
部
分
を

　
折
っ
て
見
て
、
柔
ら
か
く
な
っ
た

　
ら
冷
水
に
と
っ
て
色
を
出
し
、
ザ

　
ル
に
上
げ
て
水
気
を
よ
く
き
る
。

③
白
ゴ
マ
は
香
ば
し
く
妙
り
、
油
が

　
出
る
ま
で
す
り
鉢
で
よ
く
す
り
、

　
砂
糖
・
醤
油
各
大
さ
じ
2
杯
で
味

　
つ
け
し
、
と
ろ
み
を
つ
け
な
が
ら
・

　
だ
し
汁
を
か
げ
ん
し
て
加
え
す
り

　
合
わ
せ
る
。

④
ゆ
で
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
三
、
四

　
升
．
の
長
さ
に
切
り
③
で
あ
え
る
。

昭和56年9月1日9月1日　白石市

　　備　　　考

上昇品目1灯油、プロ

　パンガス、天ぷら油、

　理髪料、マーガリン、

　バター、小麦粉（7
　品目）

下降品目；ラップ、食
　パン（2品目）

横ばい品目（±1円を含

　む）1カレーライス、

　パーマネント料、砂
　糖、しょう油、ラー

　メン、ティッシュペ
　ーパー（6品目）
（寸評）：炊油の値上り

　については、石油元
　売り各社が8月1日よ

　り元売り仕切り価格

　を1キロリットル当

　り、6，000円～6，300

　円（約9％）値上げし

　た結果です。

日査調

熊購平均

　　　　　円
　　293

　　526

　　558

　　197

　　142

　　353

　　　66

　　194

　　394

　　197

　　148

1，315

4，896

2，595

1．630

県平均

　　291円

　　522

　　543

　　194

　　142

　　349

　　　64

　　194

　　386

　　207

　　151

1，389

4，747

2，516

1、623

講蔚膚鱗格比

消費生活モニター調査結果
　銘綱　晦規格　　最高億最儀値平均値名

、
晶
、

　　　　％
100．3

99，8

104、4

100，9

98．5

101．4

98，5

103．9

△1

24

2

△2

5

△1

8

98．4△3

101．014

101．1

104，9

28

75

　　　　円
　　294

　　553

　　568

　　210

　　140

　　360

　　67

　　211

　400

　　193

　　144

1，285

4，916

2，572

1．600

　　　　円
　　268

　　528

　　550

　　185

　　120

　　338

　　65

　　185

　　400

　　148

　　125

1，200

4，500

2，440

1、400

　　　　円
　　300

　　575

　　600

　　250

　　160

　　380

　　70

　　280

　400

　　230

　　180

1，300

6，000

2，650

1．550

上　白　糖　　　lkg

本醸造　上饗集署1

1，6509　　（1．82）

薄力粉　一等級　1kg

並　　食　　1　斤

カルトン入　　225g

JAS中華めん　1ケ

ソフト225gカルトン入

並　　　一　　　皿

副30cm・長さ20m　1巻

400枚（200組）紙箱入り

小学生調髪（洗髪含）1回

コールド
（ショートカノト、セソト含）

　　　　5㎡

184　　　（配達料込）

1．砂　　糖

2．しょう油

3．天ぷら油

4．小麦粉
5．食パ　ン

6．バ　タ　ー

7、艮口席ラーメン

8．マーガリン

9，カレーライス

10．ラ　ッ　プ

11。ティシュペーパー

12．理髪料
13．パーマネント料

14．プロパンガス

15．灯　　油

9



欝柳ξ騨磯咲▽一研ぎ臓躍麟隙
露

　
　
　
　
　
㊥

。
◎
は

場民

　
十
月
十
三
日
か
ら
滋
賀
県
大
津
で
開
催
さ
れ

る
湖
国
国
体
に
、
宮
城
県
陸
上
競
技
選
手
団
の

一
員
と
し
て
円
盤
投
げ
で
出
場
す
る
佐
藤
博
入

く
ん
睦
白
石
工
業
高
建
築
科
三
年
”
。

　
短
距
離
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
陸
上
部
へ
は
い
っ

た
が
、
白
川
中
三
年
の
と
き
砲
丸
投
げ
で
郡
大

、訣訟

雌聾簸
植「［

　
　
読
雍
’

欝
野

ρ

先
輩
に
続
い
て

　
　
　
　
　
　
決
勝
戦
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
博
人
く
ん

会
で
第
二
位
だ
っ
た
実
績
を
買
わ
れ
て
円
盤
投

げ
へ
転
向
。
昨
年
国
体
で
同
種
目
で
第
二
位
に

な
っ
た
日
下
春
光
く
ん
な
ど
先
輩
の
指
導
を
受

け
メ
キ
メ
キ
実
力
を
つ
け
た
。
こ
と
し
の
県
総

体
で
は
大
会
記
録
を
更
新
す
る
四
五
・
五
二
“

を
記
録
し
て
見
事
第
一
位
、
東
北
大
会
で
も
第

　
　
　
　
麹
灘
ガ
四
位
と
い
う
素
晴
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
長
ぶ
り
を
発
揮
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
三
年
間
の
総
決

、ムノ
、藩、ノ

算
と
し
て
「
先
輩
に
続

い
て
、
ぜ
ひ
決
勝
へ
勝

ち
進
み
た
い
で
す
ね
」

と
、
練
習
で
た
く
ま
し

く
日
焼
け
し
た
顔
で
国

体
へ
の
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　場伊期　　　　　　　　　　　　　　　　鵡　　　　　　　　　　　　　　　鞭一　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　“　　　　　　　　ゆ　　　　　　　國■餅　　　　　　ゆ　　　　　閥砂・　　　ゆゆ　　姻』　｝ 蝉』一趣　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　帥　　　　　　　　　　噂一一　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　か　　　　　　　　蝉邑　　　　　　　か　　　　　　h　　　　　　惇　　　　　湿　　　　声一　　　ρ・　　心』　口留　一恥，’　　　　4μ一　　　臼幽』

一
緬　　　　　　　ゆ　　　　　　炉”　　　　　』ゆ陰　　　　ムみ1，　　　＿’～　　か【　ハ　8

魑｝

　
大
鷹
沢
は
大
町
・
鷹
巣
（
山

分
）
・
三
沢
の
二
そ
ず
つ
を

と
つ
て
つ
け
た
大
字
名
で
あ

る
。
三
沢
と
大
町
は
、
む
か

　
　
　
　
　
　
み
さ
　
わ
　
こ
う

し
、
ま
と
め
て
深
沢
郷
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
こ
の
地
域
は

あ
　
　
ト
　
く
お
の

阿
武
隈
山
脈
の
山
な
み
が
つ

　
　
　
り
ま
あ
い

づ
き
、
山
間
の
沢
が
多
か
っ

た
た
め
つ
い

た
の
で
あ
ろ

う
。
地
名
研

究
家
の
問
に

は
モ
イ
廿
ワ

ヘ
弓
形
の
平

地
）
と
い
う

ア
イ
ヌ
語
か

ら
ミ
サ
ワ
と

な
っ
た
と
い

う
説
も
あ
る

が
確
か
で
は

な
い
。

　
戦
国
時
代

地名アレコレ
（
約
五
百
年

前
）
、
深
沢
郷
の
南
半
分
を
藤

田
氏
、
北
半
分
を
大
町
氏
が

領
主
と
し
て
支
配
し
て
い
た
。
．

（
藤
田
氏
は
伊
達
郡
国
見
町

の
豪
族
、
大
町
氏
と
と
も
に

伊
達
家
の
一
族
）
。
二
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
3

い
つ
の
ま
に
か
大
町
領
を
大
瀞

町
村
、
藤
田
領
は
字
を
替
え
　
ゆ

て
三
沢
村
と
し
た
藤
巣
は
艸

自
纂
部
の
丘
騒
鷹
五

の
名
は
詫
薦
の
子
で
こ
　

れ
を
捕
え
訓
練
し
鷹
狩
り
用

に
す
る
）
の
棲
ん
で
い
る
場

所
に
つ
け
ら
れ
た
の
が
多

⑥
　
　
　
　
　
　
　
戦
国
か
ら

巣
江
戸
時
岱

鷹
か
け
て
武
将

　
　
●
　
　
の
間
で
鷹
狩

沢
り
が
盛
ん
に

　
　
　
　
　
　
な
り
、
巣
鷹

　
　
三
の
い
る
山
は

ト
麓
就

　
　
田大

た
。
政
宗
や

　
　
　
　
　
　
片
倉
景
綱
、

　
　
　
　
　
　
と
も
に
鷹
狩

り
を
好
ん
だ
。
ニ
ニ
の
鷹
巣

も
お
鷹
山
（
お
留
山
）
だ
っ

た
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
の

が
｝
ろ
う
．
）

〔
市
史
編
さ
ん
室
）
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》訓練科目・定員

く白石校＞

○高卒以上　経理事務科一20名、

○中卒以上　・自動車整備科一20名、

　建築科一20名、ブロック建築科

　一10名。

○職業転換訓練　ブロック建築科

　一20名。

＜大河原校＞

○中卒以上　溶接科一20名、板金

　科一20名、電気工事科一20名、

　洋裁科一20名。

○職業転換訓練　溶接科一10名、

　板金科一10名。

＞応募手続

　入学願書は、専門校または公共

職業安定所にあります。くわしい

ことは専門校へお問い合わせくだ

さい。　〔白石校〕白石市鷹ノ巣字

本木山2の2　費5－2444　〔大

河原校〕大河原町大谷字山下44

雪大河原　3－1252

隔
、

。
興

　　　　　”イv
難輪饗，瓶

｛／

畢
・

躍
・藻影騨

　　国　1　』　｝弔　　葬

　N　H　K仙台放送局では、第28回

青年の主張全国コンクール県大会

の参加者を募集しています。

レ参加資格　現在県内に住み、昭

　和31年1月16日から昭和41年4

　月1日までに生まれた人。

〉課題　　「いま、学園（職場）か

　ら訴える」・「わたしの挑戦」

　「ひとつの出会い」・「同世代

　への提言」・「国際社会と青年」

　以上のうちから1つ選択。

レ申込み方法　5分以内で意見を

　発表できるように、四百字詰原

　稿用紙四枚程度にまとめ、10月

13

23日（金）〈当日消印有効〉まで

に、所定の応募票を添えて、下

記の係まで送ってください・詳

細も同係へ問い合わせてくださ

い。県大会は11月15日、東北地

方大会は11月29日、仙台放送局

で、また、全国大会は来年！月

15日、東京のNHKホールで行
1、、ます。

〒980　仙台市錦町1－11－1

N　H　K仙台放送局「青年の主張」

係　貿仙台2548811内線313

　寒風のそ　　．田・・鋤を突っ切っ

て走る第17回自石クロスカントリ

ー大会が市陸上競技協会主催のも

と次のとおり行いますので、市民

のみなさんふるってご参加くださ

いo

レ日時　11月15日（日）　雨天の場

　合11月22日（日）。

〉場所　福岡小学校（スタート・

　ゴール）。

〉参加資格　小学校4年生以上な

　らどなたでも参加できます。

》申込み　教育委員会社会教育課

　（内線411〉または中央公民館

　（智6－2453〉に！1月5日まで

　　　　ずマ　　　　ヲ
1 仁

，
’

〕
｝

　働く婦人の家では、56年度後期

の受講生を募集いたします。お友

達を誘い合って申し込みください。

〉期間　10月～3月

　どうぞ。

　くわしいことは、中央公民館へ

お問い合わせください。

　白石・刈田地方に昔から残る多

くの仏像を見て歩く札所めぐりを

行います。ふるってご参加くださ

いo

〉日時10月20日（火）雨天決行

レ集合場所・時間　市役所前

　8時20分集合
レ募集人員　30名（定員になりし

　だい締め切ります）。

〉参加費　1人700円（昼食代など）

〉見学場所　二十一番札所瑞祥寺

　一東光寺一銚子不動堂一二十四

　番札所連蔵寺一一刈田嶺神社一我

　妻家住宅一保昌寺一二十七番札

　所達磨堂。

〉申込み　教育委員会社会教育課

　（内線411）へ10月12日までどう

　ぞ。

　　　㌔〕　・．、2　一　曾　～・1
婆
．

『1．’♪、雪、－＋』称☆一

　レ受講料　無料、ただし教材費は

　　個人負担。

　〉申込み　働く婦人の家（智5－

　　5095）へ10月12日までどうぞ。

癌座講

きもの着付教室

七宝焼教室

料理教室
社交ダンス教室

洋裁教室

集
員
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　教育の時代と言われる80年代を

迎え、心豊かな白石市民をめざそ

う一をテーマに、市民が一堂に

会して、教育上の諸問題について

理解を深めるため白石市教育振興

大会を行います。お誘い合ってご

釆土易くださし㌔

レ日時11月5日（木）

〉会場　市民会館・市役所

レ内容　○講演一河北新報社論説

．委員長内田二郎氏　○演劇「か

　さこ地蔵」一陽光園園生

　○分科会

　第1、心身に障害をもつ子ども

　1人ひとりを生かすには教育の

　条件整備をどう進めたらよいか。

　第2、青少年の健全育成と環境

　浄化。

　第3、よりよい白石市をつくる

　ためのふるさと教育のあり方。

　第4、生涯学習のあり方。

　くわしいことは、教育委員会学

校教育課（内線413）までどうぞ。

　同時に、「不用品活用会」を行

いますので、ふるってご参加くだ

さい。

〉日時　ll月26日9時30分～2時

〉会場　市民会館

〉出品方法　10月31日までに市民

　課市民相談係（内線162）へ希望

　価格を記入してお持ちください。

　くわしいことは、市民課市民相

談係へお間い合わせください。

　白石市健康づくり推進協議会は

ガン征圧のために“ガン”をテー

マとして、第4回健康づくり推進

大会を次のとおり開催します。ふ

るってご参加ください。

〉日時10月30日（（金））午後0時

　30分より

〉会場　市民会館大ホール

〉講師　白石市医師会の諸先生

10月17日～23日

おれたちの青春．ρ

　カいっぱい生き抜こう．ρ

「兄んちゃん」と共に

　ミュージカル「兄んちゃん」

は若者からお年寄りまで楽し

んでもらえる面白い劇です。

○日時10月22日（木〉午後6時

　開演

○場所　白石市民会館大ホー

　ル

O入場料　一般の方2，000円

　　　　　中高生1，500円
※当日は座ぶとんをご持参く

　ださい。

　くわしいことは、中央公民
館（智6－2453）までどうぞ。

冒
妻
『
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　くらしを考える　　をテーマに、

私たちをとりまく物価問題などに

ついて第11回消費生活展を行いま

す。お誘い合わせてご来場くださ

いo

〉日時11月26日・27日9時から

〉会場　市民会館

■
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　薬は病気の診療、治療などわ

たしたちが健康を保っうえでな

くてはならないものですが、使

用量、使用方法などをよく守り、

正しい使い方をしないと十分な

効果を得ることはできません。

　また、薬は両刃の剣といわれ

ているように、適切に使わない

と思わぬ副作用を起こすことも

あります。

　薬を使用するときは、薬剤師

などの専門家とよく相談すると

ともに、薬に添付されている注

意書きをよく読んで、正しく使

うようにしましょう。

　また、薬には変質しやすいも

のでありますので、冷暗所に置

くなど保存方法にも気を配りま

しょう。

　さらに、乳幼児の手の届かな

いところに置いて、誤用による

事故を防ぐように心がけるなど、

保管にも十分注意しましょう。
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ピ、鰭欝襲
噸蚤響・灘i叢．鮮嚢撫・

磁　 獣壁　　　胤越灘噛蜘漣凋
市役所の所在地
白石市字桜小路35

〒989－02　智5－2111（代表）

国民年金

　今や、年金は老後の生活の支え

として、なくてはならないものに

なりました。あなたが将来受けよ

うとしている年金は大丈夫でしょ

うか。

　年金は、年をとれば誰でも受け

られるというものではありません。

　20歳から60歳未満の他の年金に

加入していない方は、国民年金に

加入して25年以上（年齢により短

縮）保険料を納めるか免除を受け

ていなければ、老齢年金は受けら

れません。また、国民年金だけで

は加入期問が短いために年金が受

けられなくても、他の年金制度の

加入期間をつなぎあわせて一定期

間あれば年金を受けることができ

ますので、勤めをやめたりしたと

きは、国民年金に加入して保険料

を納めることが大切です。

　特に35歳の方は、60歳まで25年

しかないので、過去に納め忘れが

あったり、途中からの加入ですと、

これから先、保険料の納め忘れが

あると、年金を受けることができ

なくなることがありますので、ご

注意ください。

　もし、まだ国民年金に加入して

いないのでしたら加入し、加入し

たら、保険料は納め忘れのないよ

うに必ず納めてください。そうす

れば、年金は確実にあなたのもの

です。

　国民年金を受けている方が、住

所や年金を受け取る銀行、郵便局

を変更したときは、すぐに「住所・

支払機関変更届」を提出してくだ

さい。この届をしないと、以前の

銀行や郵便局の口座に年金が振り

込まれたり、その支払通知書があ

なたの旧住所に送られたりします。

　住所・支払機関変更届の提出先

は次のとおりです。

　①老齢・通算老齢年金は

〒168　東京都杉並区高井戸西3

－5－24　社会保険庁・年金保険

部・業務第2課宛

　②障害・母子・準母子・寡婦・

　　遺児年金は

　市役所・市民課・国民年金係宛

衛 生

　あなたの沿子さんに三種混合の

定期予防接種（第1期）を行いま

す。この予防接種は予防接種法に

基づいて実施するジフテリア・百

日咳と保護者の不安が著しい破傷

風の予防接種を同時に行うもので

すc

’5

〉日時10月23日〔釦

　　　　13時…30分～14時

〉場所　自石市健康センター

レ接種するお子さん

　昭和54年4月1日～昭和54年9

　月30日までの出生者

〉料金無料

〉その他　①問診書は必ず記載し

て当日持参してください．②母

子手帳も持参してください。③

身体に異常がある場合、接種前

　にかかりっけの医師の診断をう

　けるなどの処置をとってくださ

　い。④当日接種できなかったお

子さんは予備日（昭和56年1月

22日）に接種してください。

用水路川干

　用水路のしゅんせつと補修を目

的とする秋の川干を行いますので、

期間中各家庭では周囲や占用箇所

の溝払いをしてください。なお、

火の元には充分気をつけましょう。

レ期問　10月31日（土）午前6時から

　11月2日（月）午後5時まで（三日

　間夜問を含む）。

＞区域　臼石市土地改良区管轄用

　水路全域。

　　　　　　　　　　　　屯妬り磁

心身障害者扶養共済制度

をご存知ですか

　心身障害者を扶養する保護者が

死亡した後、残された障害者の生

活安定をはかるため保護者の相互

扶助の精神に基づいて作られた制

度です。手続きなどくわしいこと

は福祉事務所福祉係（内線139）

までどうぞ。

からの

　！0月1日より宮城労働金庫

を市水道事務に係る収納取扱

金融機関に指定しました。ご

利用ください。

交通事故の紛争で

困っている方へ

　交通事故の賠償や保険の紛争で

困っている方のために、当紛争処

理センターの嘱託弁護士が公正・

中立の立場で相談に応じ、和解の

あっせんまでしております。

　費用は一切無料です。相談日は

毎週月・水・金ですが、事前に電

話予約をしてください。

・《名称》　（財）交通事故紛争

　　　　　　　処理センター

《所在地》　仙台市中央2－2－1

　　　　　仙台三菱ビル5F

　智　仙台　63－7231

官公庁だより
　　　　　　　　　　　　｛　 p　l

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　『

　　　　　　　　　白石郵便局

　お勤めの方なら定年後、ご商売

の方なら引退後、やってくる老後

生活を楽しく、ゆとりあるものに

するには準備が大切です。

　新しい郵便年金は、きっとあな

たの豊かな老後生活の手助けとな

ることでしょう。新郵便年金は2

種類で内容は次のとおりです。

◎終身年金

　○年金の受取りは一生涯

　○基本年金額が毎年3％の複利

　　で増え、さらに運用により発

　　生した差益を原資とし年金の

　　上積みをします。

　○万一受取人が亡くなられても

　　保証期間（15年または10年）は

　　遺族の方に支払を続けます。

◎定期年金

　O一定期間（5年または10年〉

　　に毎年同額の年金を支払いま

　　す。

　○掛金が安いので老後の短期生

　　活設計に利用できます。

　くわしいことは、最寄りの郵便

局にお問い合わせください。

　　　　　　白石電報電話局

　みなさんがご利用されている電

話は、市内・市外あわせて一日平

均六万回くらいになっております。

しかし、なんと一割近くはダイヤ

ルを途中でやめたり、ダイヤルの

しかたが悪いためっながりません。

　電話が番号が生命です。　『まず

番号を確めて』このチョットした

注意が大切です。電話は正しく上

手に使いましょう。

　　　　　　　瞭　’　計継
疑

置欝，

図督館
　館内整理とばく書（虫干し）

につき10月1日（木）から10月9

日（金ぽで特別休館日とします

ので、ご利用日に注意してく

ださい。

　』｝1ジ　　　1　　㌧　　㌧：医

　白石市文化協会では、今年度の

市民文化祭に一般市民の方々から

次の要領で作品を募集しておりま

す。ふるって出品してください。

〉種別・点数　絵画一1人1点20

　号以下、書道一1人1点半折以

　内、写真一1人1点全紙～四ッ

　切・組写真は5点以内、手芸一

　1人1点。

〉応募資格　高校生以上の白石市

　民に限る。

〉作品　陳列可能なもの。

〉出品料　1点につき500円。

〉締切　10月20日（火）まで。

〉作品搬入　10月31日（土〉の当日各

　　　　　　自市民会館へ。

　くわしいことについては、事務

局（智6－2453中央公民館）まで

どうぞ。

印、桟／毒 斎ニス㍗驚

　　　　　　　輿　勃
　白石市庭球協会ではママさんテ

ニス（軟式）教室の会員を募集して

います。ふるって参加ください。

》日時　毎週水・金曜日の両日（雨

　天中止）午前9時から午後1時

　まで。

〉場所　市営テニスコート。

〉参加資格　市内に住んでいる方

　で年齢制限なし。

〉申込み　毎週水・金の両日市営

　テニスコートにて直接受付。

》その他　テニスシューズを着用、

　ラケットは各自持参。くわしい

　ことは、自石庭球協会会長干葉

　宅（智6－3040）までどうぞ。

ヒ

　県立臼石・大河原高等技術専門

校では、57年度学生を次のとおり

募集します。
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カメラ・ニュ9ス

　秋空のもと、親子で思いっきり

体を動かそう　　とこのほど、第

二児童館主催による「親子リクリ

ェーション大会」が柴田町太陽の

村で行われました。フォークダン

スや草すべり、アスレチックなど、

参加した40人の子どもたちは、た

くさんの催しに大喜び。元気な歓

声が響いていました。

隅壁整離
　　　　　　蔭冠・，F　　愚餐

　来年六月開業が決定した東北新

幹線の試験車発進式が9月9日、

午後零時半から新白石駅（仮称）

で行われました。

　関谷市長や斎議長、竹内仙台電

気工事局長の3人によるテープカ

ットが行われると、試験電車は上

り1番ホームから福島へと向けて
出発しました。

灘「！．・嚢、」認

i騒雛1　鞭
男～、

　　　　ド　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堕　　ド
　［　　　　　　　峠沖｝’　κ　　　　　河寸

郷襲凝　．「　螢、鐵
　r敬老の日」の9月15日、市老
人福祉センターを訪れた60歳以上

のお年寄り43人が県ハリ・キュウ

マッサージ指圧師会白石支部の会

員よりマッサージの無料サービス

を受けました。マッサージを受け

たあるお年寄りは「おかげさまで体

が軽くなり、ますます長生きでき

そうです」とご満悦の様子でした。

休日急患当番医
月　日

10／4

10

11

18

25

内 科

広瀬医院（5）0238

三ぞ甫クリニック（5）6854

筥医院（5）2410

加藤（司）医院〔5）2001

引地医院（5）2036

トタ 科

朝倉病院（5）2101

銭谷医院（5）2010

刈田病院（5）2145

宮城医院（5）2062

刈田病院（5）2145

※都合により変更になる場合もあります。

目† 談
相談区分

人権相談

行二政1ホ目言炎

生活相談

社会保険

相　　談

者齢古
同

職業紹介

税務相談

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　　回

サービス

法律相談

相談日

15

15

15

5・26

15

6・20

15

　
木

15

水
金

　
週

　
毎

リオン

　　8・22
ニホン　13

15

問土
寸

日

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00
10：00～

　12：00

9：30～

　15：00

10：00～

　14：00

10二〇〇～

　16：00

10：00～

　15：00
9：00～

　16：00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階相談室

全 上

2階相談室

3階相談室

自石市役所

3階相談室

臼石市役所

臼石市役所

1　　階
市民相談室

臼石市役所

1階消費
生活相談室

白石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇、強制圧迫、

私的制裁、その他

役所、公社、公団、

公庫などの仕事にっ
いて不満なことや希
望すること

日常生活上の困りご

と

健康保険、船員保険、

厚生年金など

60歳以上の方の職業

斡旋

税金に関すること

（相談は仙台国税局

　員が応じます）

買物苦情や消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

法律についての困り

ごと（灘す）
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